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9 【施工における　課題・問題点　等】

　本工事は国道7号の拡幅に伴う電線共同溝工事である。新設歩道部分に管路を敷設していく

が県道横断設置箇所に横断ボックスが入っており、その間の管路は浅埋となるため防護対策として

鋼管防護＋ｺﾝｸﾘｰﾄ防護＋敷鉄板の仕様となっている。県道は即日開放が条件であり施工手順、

施工方法が課題となった。

10 【実　施　内　容】

　当日のタイムスケジュール検討から5日を要する結果となったため、夜間で近隣・交通に与える

影響を極力抑える事、また、コンクリート打設による打継ぎ目や敷鉄板の施工日毎の加工が必要となり

品質の低下・コストアップが懸念された事から、縦6.4m×横2.2mの14本並列鋼管を事前に二次製品化

する事で工期短縮・品質向上を目指した。

配管完了（打設前） 打設完了

11 【実　施　結　果】

　下記フローの通り工程短縮が4日となり、それに伴い施工費・人件費が大幅に削減出来た。

　また、二次製品化する事でコンクリート品質も向上もした。※ジョイント無し

※県道規制期間の工期短縮
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【実　施　内　容　等】

【横断ボックス箇所管路縦断図】

【横断ボックス箇所断面図】

横断管路部布設状況 敷鉄板設置

(25tラフター)

敷鉄板振れ止めアンカー

※舗装復旧時のズレを防止

（様式―２）　　

NTT管φ75
DP=1.38(推定)

車道部

0.55(舗装厚)+0.10(余裕)=0.65m
必要土被り

下水道BOX-B2100xH1650

土
被
り
12
0

土
被
り
6
50

対策：配列変更+鋼管防護+コンクリート防護+切断防止対策
離
隔
2
30

対策：配列変更+鋼管防護(全管路)

離
隔
2
00

不明管φ75
5条撤去（空き管路）

赤字－計画高

青字－現況高
桃字－旧構高ガス管φ100

DP=1.20(推定)
NTT管φ75×13
DP=3.10

R RP IT TTP P EH EMEC24
3

2160

50 2060

敷鉄板(t=16mm)

切断防止装置 50

コンクリート防護

切断防止装置

鋼管防護範囲

12
0

AS舗装2層以上確保

ET

L16～L17(3):上越し部

M


